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成果物の構成 

1  実証講座カリキュラムとシラバス 

2  実証講座マニュアルと実証記録 

3 事前アンケート集計結果 
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6  実証講座受講者アンケート 
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1 実証講座のカリキュラムとシラバス 

 AL型授業が求められている時代背景等を説明することができ、AL型授業に

関する理論等について理解できる。 

 AL型授業が学生の社会人としての能力(社会人基礎力など)を育成する構造

を持っていることを理解し、学生や同僚に説明できる。 

 自らの持つ担当科目に於いてAL型授業を計画し、実践し、振り返りを行い、

更にブラッシュアップすることができる。 

 ALコーチとしてのスキルを用いて授業中に適切に学習者に対する定例介入

や定例外介入が実践できる。 

 授業時間以外にもAL型授業のスキルや、ALコーチのスキルを応用して、学
生の成長を促進することができる。 

 勤務している学校内で、建設的に人を巻き込み、授業改善運動のリーダー
として活動できる。 

実証講座の目標 



1 実証講座のカリキュラムとシラバス 
事前 

• Eラーニングで用いるのは、  東大MOOC講座「インタラクティブ・ティーチング」 

       (アクティブラーニング型授業を実施する教師を育成するための入門講座、 

  基礎知識を得るのに適している)  



実証講座 1日目：PM5h 

1.AL型授業体験と振り返り 2h 

• AL型授業(高校物理)を生徒役として体験
する。 

• 体験授業後の振り返りを通して、AL型授
業の効果を意識化し、共有し、開発実践の
意欲を高める。 

 

2.スキル解説(特に介入スキル)   1.5h 

• AL型授業に不可欠な 
 「目的・目標・ルール設定」 
 「定例介入と定例外介入」 
 について理解する。 
 

 

3.授業研究と振り返り法(1)      1.5h 

• 授業研究の方法、振り返り会の方法 
• 授業観察の視点 
 

実証講座 2日目：AM3h PM4h 

4.ALセッション(1) 3h 

• 概説 
• ALセッション体験 
• ALセッションを通して、介入スキルを理
解する。 

• ALセッションを通して、自己の課題を明
確にする。 

 

5.ALセッション(2) 3h 

• ALセッションを通して課題を明確にする。 
• チームビルディングを体感する。 
• 新しい「リーダーシップ」を体験的に理
解する。 

6.まとめとアクションプラン作成 1h 

• 全体で振り返り 
• 事後の授業改善の計画作成 



2 実証講座実施マニュアルと実施記録 

実証講座概要 

【1 科目名】 

  アクティブラーニング入門 

【2 担当講師】 

  小林昭文 鈴木建生 上原道子 

【3 研修形態】 

  集合研修 

【4 研修時間】 

  5時間 

【5 研修の概要と目標】 

  AL型授業が必要な社会的背景を説明することができる。 

  AL型授業を生徒役として体験し、気づきを記述することができる。 

  上記記述を基に自分の授業改善のヒントを記述することができる。 

  グループワークにおける教師介入の基本を説明できる。 

  授業研究の視点と振り返り方の概要を記述できる。 

【6 本科目の位置づけ、受講後の効果】 

【7 本科目の終了条件】【8 配布資料一覧】 

【9 その他の配布物等 】【10 参考図書】 



内容 演習 ポイント 時間 

1 AL型授業
の体験と振
り返り 

・高校物理
授業体験 

 

 

 

 

 
個人の振り
返り記入す
る 

 

 
グループで
共有する 

演習:生徒役として
AL型授業を体験する 

 

 

 

 

 
授業体験中に「生徒
役」として感じたこ
とをカードに記入す
る。 

 
他のメンバーと共有
し質問と説明をする。 

実際の物理授業をそのま
ま再現する。 
説明、介入、振り返りの
させ方など教師行動モデ
ルの提示をわかりやすく
行う。 

 
ネガティブなことも 

書かせる。 

 

 

 
行動のヒントを得るため
であることを説明する。 

50分 

 

 

 

 

 

 
5分 

 

 

 
10分 

2 実証講座実施マニュアルと実施記録 
※ 実施マニュアル例 実証講座 1日目:PM3h 



2 実証講座実施マニュアルと実施記録 
※ 実施記録例イメージ  実証講座 1日目 

1日目AL型授業体験風景 

気づきを共有する 



考慮中 

案1 

    事前学習の「気づき」の文章を抜粋する。 

 

案2 

    実証講座のリフレクションカードを抜粋する。 

 

案3 

   事後の授業実施報告(授業できた人)から抜粋する。 

  

 

3 事前事後アンケート集計？ 



4  事前学習資料  部分 

「アクティブラーニングが授業を変える」
日本教育新聞連載 

キャリアガイダンス 405号 12

月発行予定 



5  実証講座テキスト 
※ 80ページ程度 



 案1 

      リフレクションカードを抜粋する。 

 案2 

  アクションプランを例示する。 

 案3 

  実践した授業記録と振り返りを例示する。 

6  実証講座受講者アンケート 

考慮中 



5 講座の課題と今後の展望 

事例検討と共有 4ｈ 

実践記録を作成し、
提出する。 

2ｈ 

3コマ分の実践記録と分析
をまとめる。 

共有、指導 1ｈ 

提出された実践研究を、互
いに読んでコメントする。 

講評 1ｈ 

インストラクターに
よる講評 

AL型授業を計画し、実践
する 

5ｈ 

最低、3コマの授業で実践
する 

5ｈ 

1.コマシラバスを作成する。2.

実践する。 

3.生徒のリフレクションカー  

 ド等を分析する。 

4.参観者のコメントや質問を  

 分析する。 

5.自己分析をして次の授業計 

 画を立てる。 

事後研修は本年度は実施できないため、 
一部、授業ができた人の報告を基に追跡
し、次回への改善などを記載します。 


